平成２３年度文化芸術振興費補助金

文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業ミュージアム活性化支援事業

夏休み子どもプログラム「名画で体験ドイツめぐり」事業報告

大塚国際美術館　　

富澤京子・井上千鶴

はじめに

大塚国際美術館は、西洋名画1,000余点を原寸大で陶板に再現した、世界に類を見ない陶板名画美術館である。また、鳴門市は第一次世界大戦中「板東俘虜収容所」があり、俘虜のドイツ兵がアジアで初めてベートーヴェンの「第九」を初演し、ドイツ・リューネブルグ市と姉妹都市関係にある。夏休みに全国から鳴門市に訪れる小・中学生向けのプログラムとして、日独交流150周年の2011年は、ドイツに関する作品を取上げ、楽しみながらアートに親しんで欲しいと考え企画した。

実施内容

1. 名画と友だちになる「ひらめき鑑賞シート」

2. ナビゲーターとドイツ名画をめぐろう

3. 100人名画　みんなでひとつの絵を完成させよう！

4. 大塚国際美術館でできちゃう！夏休みの自由研究

開催期間　：2011年7月23日（土）～8月31日（水）　40日間

全参加者数：1,314名

1.　子どもたちにドイツ名画と友だちになって欲しいという願いから、ドイツ名画が1点ずつ掲載された手のひらサイズの親しみやすい「ひらめき鑑賞シート」を9種類作成（写真①）。参加者はお気に入りのシートを3種類選び、シートを持って館内の作品を自分のペースで自由に見て回った。シートは、専用の透明ファイルに綴じて渡しており、家に持ち帰ったあとも美術館の思い出として振り返ることができる。この「ひらめき鑑賞シート」は期間中毎日、1,314名の子どもたちに配布した。

【鑑賞シート作品一覧】①ホルバイン「大使たち」②デューラー「自画像」③アルトドルファー「アレクサンドロス大王の戦い」④フリードリヒ「山上の十字架」⑤ルンゲ「朝」⑥クレー「アド・パルナッスム」⑦キルヒナー「モデルのいる自画像」⑧マッケ「樹の下の少女たち」⑨マルク「黄色い牝牛」

2.　期間中、土日は「ナビゲーターとドイツ名画をめぐろう」を開催。「ひらめき鑑賞シート」の作品から、ナビゲーターおすすめの名画の見所を1時間ほど解説した。ナビゲーターを担う美術ボランティアは、ドイツにちなんだコスチュームやドイツ名の名札を使った演出を行い、好評を博した。計11回のツアーの参加人数は215名。この他、保護者など大人も参加した（写真②）。

3.　展示室入口に設けた活動場所では、期間中毎日体験できるプログラムを2つ用意した。

1つは「100人名画～みんなでひとつの絵を完成させよう！」。小学生を対象にマルクの「黄色い牝牛」（写真③）、中学生以上を対象にルンゲの「朝」（写真④）をおよそ100分割し、子どもたちが１人１パーツ、色を塗っていくことで、協力して大きな１枚の絵を完成させる。着色したパーツは順次、活動場所に設置した原寸パネル枠に貼っていき、制作の経過も来館者に見て頂いた。期間中に「黄色い牝牛」6点、「朝」3点が出来上がった。また、参加者に自分のパーツがどのような作品に仕上がったか見てもらえるよう、完成作品をWEBで公開した。なお、7月23日（土）は講師に結城昌子先生をお招きし、同プログラムをオープニングイベントとして開催。作品解説と制作指導、活動の最後には作品への講評を頂いた（写真⑤）。

4.　もう1つのプログラムは、学校の自由研究をサポートする「大塚国際美術館でできちゃう！夏休みの自由研究」。作品画像、自分で書き込める「模写」「感想文」欄のある3面の折りたたみ式シートを用意し（写真⑥）、参加者は作品鑑賞後、活動場所で作成した。シートは持ち帰った後も、表紙を書き加えたり、写真を貼り付けたりすることを促した。参加者941名のうち、館内でシートを仕上げた197名については、作品をスキャナで取り込み、データでお預かりした。このうちのいくつかは、結城昌子先生のブログ上で紹介、コメントをいただいた。

実施効果

　今回の事業では、1,000余点の展示作品のうち、ドイツ名画に的をしぼって構成したことで、ポイントを押さえた鑑賞と制作の楽しみを提供することができた。

2つのプログラム「100人名画」「自由研究シート」は30分～1時間程度で制作できるもので、鑑賞途中の子どもたちにも比較的参加してもらいやすかったようだ。活動場所では、机に並べた500色の色えんぴつとクレヨン、制作途中の100人名画が目に入り、参加してもらいやすい環境だったことも「やってみたい！」という意欲を引き出すきっかけになった。画材への注目も大きく、子どもだけでなく、大人からも「参加してみたい」という声があった（写真⑦）。美術館は敷居が高い、絵は静かに見なければならない所という声を未だ耳にするが、今回の事業によって、美術館は小さな子どもでも、楽しみながら名画に親しむことのできる場であることを認識頂けたのではないだろうか。このプログラムを目当てに中学校の美術部や学習塾など17件382名のグループに参加頂いた。また、他館やメディアからの視察があった。　

プログラムの受付や活動のサポートは、主に某大学からのインターンシップ2名、地元・鳴門教育大学、徳島大学のアルバイト5名が担った（写真⑧）。美術館の仕事に興味を持ち、学校教育者を目指す学生達にとって、具体的な仕事に関わったのは、よい勉強になったようだ。自分たちの声かけによって、子どもたちのやる気や興味を引き出すことができるという気づきも見られ、仕事への更なる意欲につながった。ツアーのナビゲーターを担った美術ボランティアは、日頃からギャラリートークの経験を積んでおり、小学生向けのプログラムにも関わっている。「幅広い年齢層で話の内容をどうするか難しかった」ようだが、独自にドイツ名の名札を配布するなど、積極的に子どもたちの鑑賞を支援してくれた。

今後も当館の特長を活かし、子どもたち、またファミリーで楽しめるプログラムを継続的に開発・実施することを目指したい。
